
輸
出
の
目
的
…
海
外
の
富
裕
層
に

高
く
売
る
こ
と
で
は
な
い

　

町
に
と
っ
て
、
り
ん
ご
を
輸
出
す
る
最

大
の
目
的
は
、「
生
産
者
の
所
得
向
上
」
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
達
成
す
る
に
は
、
海

外
の
富
裕
層
に
高
い
値
段
で
た
く
さ
ん
買

い
求
め
い
た
だ
く
こ
と
が
近
道
の
よ
う
で

す
が
、
現
実
は
そ
う
甘
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
が
輸
出
し
て
い
る
り
ん
ご
は
町
内
の
生

産
量
全
体
の
ま
だ
１
％
に
も
満
た
ず
、
昨

年
の
震
災
以
降
受
注
量
は
大
き
く
落
ち
込

み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
が
所
得
を
上
げ
る

手
段
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
の
輸
出
事
業
は
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
た

び
た
び
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し

た
メ
デ
ィ
ア
紹
介
が
、
国
内
に
お
い
て
も

町
の
り
ん
ご
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
効
果
を

生
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
場
関
係
者

を
中
心
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
町

内
産
り
ん
ご
の
品
質
が
、
一
般
消
費
者
に

も
浸
透
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
産
業
ま
つ
り
で
来
場
者

や
売
り
上
げ
が
爆
発
的
に
伸
び
て
い
る
の

は
、
そ
う
し
た
事
実
の
裏
打
ち
で
あ
り
、
町

の
り
ん
ご
の
国
内
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
こ
う
し
た

こ
と
が
確
実
に
所
得
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

く
る
と
関
係
者
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
に
ぎ
わ
い
は

今
後
目
指
す
べ
き
姿
の
縮
図

　

朝
日
町
の
り
ん
ご
は
、
海
外
で
ブ
ラ
ン

ド
品
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
国
内
に
お
い
て
も
、
イ
ベ

ン
ト
で
は
確
実
に
波
及
効
果
を
生
み
、
そ

れ
は
り
ん
ご
以
外
の
部
分
に
も
及
ん
で
い

ま
す
。
産
業
ま
つ
り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
に
ぎ
わ
い
は
、「
交
流
・
観
光
」
を
ま
ち

づ
く
り
の
大
き
な
柱
に
掲
げ
る
当
町
が
今

後
目
指
す
べ
き
姿
の
縮
図
と
言
え
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
は
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

盛
り
上
が
り
を
継
続
的
に
維
持
し
よ
う
と
、

交
流
・
観
光
の
拠
点
施
設
を
整
備
す
べ
く

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
り
ん
ご
の
町
を

県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
核
と
な
る
施

設
で
、
こ
れ
ま
で
、
町
民
17
人
の
検
討
委

員
に
よ
る
会
議
が
６
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
「
国
道
２
８
７
号
沿
い
に
案

内
施
設
は
必
要
」「
町
の
農
・
工
・
商
が
連

携
す
る
拠
点
が
あ
れ
ば
…
」
と
い
っ
た
声

が
上
が
り
、
具
体
的
な
内
容
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

安
定
し
た
生
産
体
制
を

築
く
た
め
の
施
策

　

輸
出
事
業
の
成
功
、
イ
ベ
ン
ト
の
活
性

化
…
。
一
見
す
る
と
、
こ
う
し
た
華
や
か

な
部
分
の
み
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
本

当
の
主
役
は
も
ち
ろ
ん
生
産
者
の
皆
さ
ん

で
す
。
そ
の
地
道
な
努
力
抜
き
に
し
て
、

り
ん
ご
を
語
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

い
ま
、
町
内
の
り
ん
ご
生
産
者
を
見
る

と
、
確
実
に
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
生

産
量
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

町
で
は
樹
木
の
更
新
や
後
継
者
・
新
規
就

農
者
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

り
ん
ご
が
町
の
農
業
産
出
額
の
約
５
割

を
占
め
て
い
る
朝
日
町
。
り
ん
ご
は
名
実

と
も
に
町
の
顔
で
あ
り
、
特
に
生
産
者
の

確
保
は
、
現
在
取
り
組
む
べ
き
第
一
の
課

題
で
す
。
そ
の
点
、
今
年
度
は
、
農
業
大

学
校
入
校
支
援
や
新
規
就
農
者
の
生
活
支

援
な
ど
、
各
種
助
成
金
を
充
実
さ
せ
て
い

る
ほ
か
、
農
業
研
修
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
組
織
「
朝
日
町
農
業
研
修
生
受
入
協
議

会
（
阿
部
為
吉
代
表
）」
も
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
生
産
者
と
町
が
一
体
と
な
っ
て
後
継

者
や
新
規
就
農
者
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

最盛期の JA さがえ西村山朝日選果場の様子（11 月 26 日）
海外向けのりんごはすべてここで選果、箱詰めされる

【1】専用のラインを流れるたくさんのりんご。最新鋭のセンサー
で糖度や蜜入りがチェックされ、品質・大きさごとに分けられる

【2】選果を待つたくさんのりんご　　【3】台湾では厳しい品質管
理が求められており、軸部分のくぼみは高圧の空気できれいにす
る。国内向けには行われない作業だ　　【4】箱詰めの様子。大き
な吸盤がりんごを持ち上げ、箱に入れていく
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さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
を
期
待

　

輸
出
事
業
の
ね
ら
い
の
一
つ
に
は
、「
生

産
意
欲
の
向
上
」
も
あ
り
ま
す
。
生
産
者

に
は
「
自
分
た
ち
が
育
て
た
り
ん
ご
は
、

国
際
的
に
も
通
用
す
る
」「
海
外
の
高
級
百

貨
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
自
信

と
誇
り
が
芽
生
え
、
そ
れ
は
や
が
て
、
産

地
の
元
気
や
り
ん
ご
産
業
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
戦
略
的
に
海
外
輸
出
を
進
め
る

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
波
及
効
果
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

▼輸出に関して、今日の状況をどう思いますか。
　輸出は本当に大きな効果を生んでいる。各種キャ
ンペーンはもちろん、地元の産直施設への波及も
大きい。震災があった去年でさえ、お客さまの数、
売り上げが前年比プラスとなった。今年は去年を
大幅に上回るだろう。そうした分の利益は必ず町
のどこかにもたらされているはずだ。

▼輸出の目的をどう捉えますか。
　我々は輸出そのもので儲けようという気は毛頭
ない。輸出事業はあくまで手段であり、目的は町
りんご産業の活性化だ。町りんご産業のけん引役
として全体を底上げする役割を期待している。

▼台湾では毎年生産者が試食販売を行っています。
　海外キャンペーンは、県や市町村の担当者が一
般的で、生産者が直接店頭に立つのは珍しい。で
もその意義は図りしれないと感じる。海外でどん
なものが売られているかを自分の目で確かめるこ
とができるからだ。視野が広がるのは間違いない。

▼輸出事業は生産意欲の向上につながっていますか。
　現実的には、個人によってさまざまな意見があ
る。量が少ないこともあり、個人の利益に直結す
るまでには至っていないので仕方ないだろう。長
期的な視点で考え、今後も継続することが大切だ。

▼アドバイザーとして、まとめを一言
　町の輸出事業は市場関係者からの注目度も高く、
海外での売り上げ以上の効果を生んでいる。
　いま、海外における日本産の農産物への信頼は
日本人の想像以上に高い。海外でこれだけ高い評
価を得ている国産の農産物。町のりんご生産者も
自信と誇りをもって作ることが大切だ。
　小さい朝日町が今後もりんご産地として生き残
るためには、生産者が目的を一つにしてまとまら
なければならない。10 年先、20 年先を見つめれば、
そろそろ行動すべき時と感じている。

朝日町りんごアドバイザー

井澤 壽一 さん（夏草）

町内６つの果樹組合の組合長で
組織する「町果樹組合連絡会議」
の会長を平成 14 年から 19 年ま
で務め、輸出事業を実現すると
ともに、軌道に乗せる。市場関
係者や小売店にも幅広い人脈が
あり、情報力・発信力の面でも
町のりんご産業に貢献している。

輸
出
は
「
目
的
」
で
は
な
く
「
戦
略
」    
…    
町
り
ん
ご
産
業
全
体
の
け
ん
引
役
を
期
待

1

43

2
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　　町政スポット

　

任
期
満
了
に
伴
う
朝
日
町

長
選
挙
が
11
月
20
日
告
示
さ

れ
ま
し
た
。
現
職
の
鈴
木
浩
幸

氏
（
大
町
／
52
歳
）
以
外
に
立

候
補
の
届
け
出
は
な
く
、
４
年

前
と
同
様
、
無
投
票
で
再
選
が

決
定
。
11
月
26
日
に
当
選
証

書
付
与
式
が
行
わ
れ
、
塚
本
旦

道
町
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り

証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
期
目
初
登
庁
と
な
っ
た
12

月
10
日
に
は
、
全
職
員
に
向
け

て
訓
示
。
鈴
木
町
長
は
「
や
る

気
や
前
向
き
な
気
持
ち
を
大

切
に
す
る
と
い
う
考
え
は
、
初

当
選
し
た
８
年
前
か
ら
全
く
変

わ
っ
て
い
な
い
。
町
の
役
割
は

町
民
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
こ

と
。
努
力
が
報
わ
れ
、
が
ん
ば

り
が
実
現
す
る
社
会
（
町
）
と

な
る
よ
う
、
今
後
４
年
間
に
つ

い
て
も
初
志
を
貫
き
、
全
力
で

職
務
に
あ
た
っ
て
い
く
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

り
ん
ご
を
中
心
と
し
た
農
業

の
振
興
や
農
業
と
観
光
の
連
携

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど

を
今
後
４
年
間
の
重
点
課
題
に

掲
げ
る
鈴
木
町
長
。
３
期
目
の

抱
負
は
次
号
で
詳
し
く
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　

町
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す
る
自
治
功
労

者
等
表
彰
式
が
11
月
29
日
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

３
個
人
に
対
し
、
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

鈴
木
町
政
３
期
目
が
ス
タ
ー
ト

朝
日
町
長
選
挙
…
鈴
木
浩
幸
氏
が
無
投
票
で
再
選

平
成
24
年
度

朝
日
町
自
治
功
労
者
等
表
彰
式

　

平
成
10
年
度
よ
り
14
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
町
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
長
と
し
て

食
生
活
改
善
に
取
り
組
み
、

町
民
の
健
康
増
進
に
尽
力
。

　

平
成
15
年
12
月
よ
り
２
期

８
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し

て
、
公
正
な
選
挙
の
執
行
と

明
る
い
選
挙
の
推
進
に
尽
力
。

　

平
成
11
年
４
月
よ
り
12
年

間
の
永
き
に
わ
た
り
、
常
盤

大
堰
の
管
理
人
と
し
て
常
盤

区
内
の
生
活
用
水
並
び
に
農

業
用
水
の
確
保
に
尽
力
。

安 藤  光 永 氏
（西町）

伊 藤  キエ子 氏
（大町）

佐 竹　守 氏
（常盤）

自治功労者表彰自治功労者表彰自治功労者表彰

町選挙管理委員会の塚本旦道委員長より当選証書を授与される
鈴木浩幸町長（11 月 26 日）
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　　町政スポット

　

家
庭
で
の
習
慣
や
約
束
ご

と
を
テ
ー
マ
に
し
た
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
が
11
月
28
日
行

わ
れ
、
特
別
賞
３
作
品
、
入
選

７
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
今
年
度

か
ら
11
月
１
日
を

「
あ
さ
ひ
教
育
の

日
」
と
し
、
教
育

に
関
す
る
様
々
な

取
り
組
み
や
啓
発

活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
も
そ
の
一

環
で
、
11
月
１
日

か
ら
20
日
ま
で
作

品
を
募
集
し
た
結

果
、
１
５
３
人
か

ら
２
９
０
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
教
育

委
員
会
に
よ
る
と
、

作
品
は
あ
い
さ
つ

に
関
す
る
も
の
が

多
く
、
約
３
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
手
伝

い
に
関
す
る
も
の
が
２
割
、
そ

し
て
、
家
族
の
だ
ん
ら
ん
や
早

寝
早
起
き
に
関
す
る
も
の
が
そ

れ
ぞ
れ
１
割
程
度
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

12
月
２
日
に
は
創
遊
館
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
あ
さ
ひ
教
育

の
日
推
進
委
員
会
の
多
田
秀
人

委
員
長
が
受
賞
者
に
表
彰
状
を

贈
呈
。
秀
作
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
以
下
の
通
り
。

こ
れ
ら
は
今
後
、
学
校
通
信
等

で
広
く
紹
介
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会

で
は
「
応
募
者
は
子
ど
も
が
多

く
な
っ
て
い
る
が
、
作
品
を
見

る
と
家
族
で
考
え
た
こ
と
が
読

み
取
れ
る
も
の
が
多
い
。
町
民

の
皆
さ
ん
も
各
家
庭
で
ぜ
ひ
実

践
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
し

て
い
ま
す
。

入
賞
10
作
品
が
決
定　

家
庭
で
ぜ
ひ
実
践
を

「
家
族
で
つ
く
ろ
う　

わ
が
家
の
約
束　

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」

【
特
別
賞
】

・
夕
食
は　

家
族
み
ん
な
で
報
告
会

佐
竹
来
夢
（
常
盤
）

・
あ
い
さ
つ
は　

地
い
き
の
人
に
も
自
分
か
ら

伊
藤
昇
汰
（
能
中
）

・
テ
レ
ビ
消
し　

か
ぞ
く
で
ト
ラ
ン
プ　

ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム

堀
文
悟
（
四
ノ
沢
）

【
入
選
】

・
お
て
つ
だ
い　

ま
い
に
ち
ひ
と
つ　

じ
ぶ
ん
か
ら

伊
藤
真
菜
美
（
長
沼
）

・
呼
ば
れ
た
ら　

な
に
を
し
て
て
も　

ま
ず
へ
ん
じ

松
尾
神
那
（
大
町
）

・
あ
い
さ
つ
は　

え
が
お
と
大
き
な
声
で　

だ
れ
に
で
も

會
田
輝
（
元
町
）

・
た
い
せ
つ
な　

お
と
う
と
い
も
う
と　

め
ん
ど
う
み
る
よ

堀
雪
菜
（
大
谷
七
）

・「
あ
り
が
と
う
！！
」　

家
族
の
中
で
も　

感
謝
の
言
葉

阿
部  

真
由
美
（
立
木
）

・
感
し
ゃ
し
て　

の
こ
さ
ず
食
べ
よ
う　

ご
は
ん
つ
ぶ

村
山  

鮎
夏
（
栄
町
）

・
寝
る
前
の　

親
子
の
語
ら
い　

読
み
聞
か
せ

松
尾  

実
乃
里
（
大
町
）

あさひ教育の日推進委員会の多田秀人委員長より表彰を受ける受賞者（12 月 2 日）
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新人戦決勝大会（県大会）

20
年
ぶ
り

男
女
県
制
覇

「
常
勝
」
朝
日
中
剣
道
部

　

県
で
は
常
に
優
勝
争
い
を
繰
り
広

げ
、「
常
勝
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

て
い
る
朝
日
中
剣
道
部
。
毎
年
７
月

に
開
催
さ
れ
る
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会
（
以
下
「
県
中
総
体
」）
に
お
け

る
活
躍
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
と
、
平

成
以
来
、
男
子
は
優
勝
８
回
、
準
優

勝
６
回
、
女
子
も
優
勝
３
回
、
準
優

勝
３
回
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
を
残

し
て
い
ま
す
（
次
頁
表
）。

　

こ
う
し
た
数
字
か
ら
も
わ
か
る
通

り
、
朝
日
中
剣
道
部
は
20
年
以
上
に

わ
た
り
、県
の
中
学
校
剣
道
界
を
リ
ー

ド
し
て
き
ま
し
た
。

　11 月17 日、山形市を会場に開催された県中学校新人体育大会の決勝大会で、

朝日中剣道部が男女アベック優勝を達成しました。

　この大会での優勝は男子が６年ぶり４回目、女子が初めてで、公式戦におけ

る県大会の男女アベック優勝は、平成４年の県中学校総合体育大会（＝以下「県

中総体」）以来、実に 20 年ぶりとなります。

　また、個人戦でも女子の佐藤亜美選手が優勝、男子の鈴木貴
たかひろ

大選手が準優勝。

完全優勝には一歩及びませんでしたが、これまでにない好成績を収めました。

男女それぞれが優勝旗と山形県代表旗の
２本ずつを携え、小林富蔵町長（当時）
を表敬訪問した

県中総体でのアベック優勝を報告する
選手たち（平成４年７月）

朝日中剣道部
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平成 男 女
1 ベスト８ -
２ 準優勝 -
３ ベスト８ 優勝
４ 優勝 優勝
５ - 優勝
６ 優勝 -
７ 優勝 ベスト８
８ 優勝 -
９ 準優勝 -
10 準優勝 -
11 優勝 準優勝
12 優勝 -
13 準優勝 -
14 優勝 -
15 ベスト８ ベスト８

16 準優勝 3 位
17 - ベスト８

18 3 位 ベスト８

19 優勝 準優勝
20 - ベスト８

21 ベスト８ 準優勝
22 ベスト８ ベスト８

23 準優勝 3 位
24 3 位 -

少
子
化
が

部
活
動
に
も
影
響

　

少
子
化
に
伴
い
、
い
ま
朝
日
中
学

校
で
は
部
活
動
に
様
々
な
影
響
が
出

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
子
ど
も

の
数
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
部
の

数
は
30
数
年
前
の
開
校
当
時
か
ら
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
た
め
で
す
。

特
に
３
年
生
が
抜
け
た
秋
以
降
は
部

員
数
を
確
保
で
き
ず
、
試
合
に
出
ら

れ
な
い
と
い
う
部
が
近
年
は
数
多
く

出
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
流
れ
は
強
豪
の
剣
道
部

も
同
じ
こ
と
。
団
体
戦
に
必
要
な
部

員
数
（
５
人
）
を
確
保
で
き
ず
、
４
人

や
３
人
で
試
合
に
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
が
頻
繁
に
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
部
に
と
っ
て
も
、
部
員
の
確

保
が
一
番
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
部
員
数
」
で

男
女
の
優
勝
を
振
り
返
る

　

こ
の
「
部
員
数
」
か
ら
今
回
の
優

勝
を
振
り
返
る
と
、
男
子
と
女
子
で

は
印
象
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　

男
子
は
現
在
、
２
年
生
が
７
人
、

１
年
生
が
５
人
、
合
計
12
人
が
所
属

し
て
い
ま
す
。
２
学
年
続
け
て
部
員

数
が
５
人
を
超
え
る
の
は
、
お
よ
そ

10
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
現
在
は
近
年

に
な
く
恵
ま
れ
た
チ
ー
ム
状
況
と
言

え
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
小
学
校

低
学
年
か
ら
か
ら
剣
道
を
始
め
て
お

り
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、

技
術
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　

２
年
前
の
「
全
日
本
少
年
剣
道

錬
成
大
会
（
毎
年
７
月
、
日
本
武
道

館
で
開
催
さ
れ
る
小
学
生
最
大
の
大

会
）」
で
は
、
約
５
４
０
チ
ー
ム
中
、

過
去
最
高
の
ベ
ス
ト
８
ま
で
進
出
。

優
勝
チ
ー
ム
に
も
決
し
て
引
け
を
と

ら
な
い
試
合
内
容
で
し
た
。

　

一
方
の
女
子
は
、
男
子
と
は
正
反

対
の
状
況
。
部
員
数
は
２
年
生
２
人
、

１
年
生
３
人
の
５
人
で
、
チ
ー
ム
編

成
ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
で
す
。
３
年
生

も
１
人
で
し
た
の
で
、
今
年
春
に
１

年
生
が
入
る
ま
で
は
３
人
で
の
試
合

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
１
・
２
年
生
５
人
を
キ
ャ
リ
ア
別

に
見
る
と
、
３
人
は
２
年
未
満
で
、

そ
の
う
ち
２
人
は
中
学
生
に
な
っ
て

か
ら
剣
道
を
始
め
た
選
手
。
経
験
者

以
上
に
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

（表）県中総体における
朝日中剣道部の活躍（団体戦）

中学校から剣道を始めた遠藤
みのりさん（２年／栗木沢）。
日々努力を重ね、今や県南ブ
ロック大会で個人３位に入るほ
どの実力者となった。

「小学校ではバレーボールをし
ていました。今回の優勝は『努
力は必ず報われる』という先生
の言葉を信じて毎日がんばって
きた結果です」

　

中
学
校
か
ら
始
め
た
２
年
生
の
遠

藤
み
の
り
さ
ん
は（
栗
木
沢
＝
右
）は
、

「
練
習
以
外
に
も
毎
日
１
０
０
０
本
２

本
素
振
り
（
竹
刀
を
２
本
持
つ
素
振

り
）
を
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
か
ら

始
め
た
選
手
に
早
く
追
い
つ
き
た
く

て
…
」
と
話
す
も
の
の
、
今
や
個
人

戦
で
も
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
３
位

に
入
る
ほ
ど
の
実
力
者
。
中
堅
と
し

て
、
チ
ー
ム
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
状
況
に
こ
れ
だ
け
違
い
が

あ
る
男
女
。
同
じ
「
優
勝
」
と
は
言
っ

て
も
、
選
手
、
そ
し
て
周
囲
の
受
け

止
め
方
に
も
違
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　予選リーグの初戦を落とすなど、今
大会は最初から苦戦続きでした。しか
し選手たちは試合を勝ち上がるごとに
力をつけていったように思います。他
校が体力を消耗する中、朝日中は最後
までいい動きをしていました。最後は
練習量の差が出ました。おめでとう。

【女子監督　建部  敦  教諭】

　小学生時代から「強い」と言われ続
けている年代。「勝って当然」という雰
囲気のなか、選手たちは結果を残して
くれました。これからは名実ともに追
われる身で、研究もされます。技術だ
けではなく、精神的にも強いチームを
作り、夏の本番を迎えたいと思います。

【男子監督　鈴木  陽子  教諭】



常
勝
を
支
え
る

地
域
の
指
導
者
た
ち

　
「
左
足
の
寄
せ
を
も
っ
と
早
く
！

す
ぐ
に
打
て
る
態
勢
に
！
」
…
。

指
導
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
部
員

た
ち
。
で
も
そ
の
場
所
は
中
学
校

脇
の
武
道
館
で
は
な
く
、
夜
の
体

育
館
で
す
。

　

朝
日
中
剣
道
部
が
平
日
、
武
道
館

で
練
習
す
る
の
は
、
水
曜
日
と
金
曜

日
の
２
回
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
と

の
３
日
は
と
言
え
ば
、
北
部
体
育
館

や
大
谷
小
体
育
館
を
会
場
に
、
夜
間
、

大
谷
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動

と
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
指
導
に

あ
た
る
の
は
地
域
の
社
会
人
で
、
同

部
は
長
年
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
強
さ
の
秘
訣
が

隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
ス
ポ
少
を
率
い
る
五
十
嵐
義
一

さ
ん
（
舟
渡
）
や
毎
週
月
曜
日
の
「
藤

田
道
場
」
の
主
、藤
田
康
徳
さ
ん
（
大

谷
五
）
を
は
じ
め
、
地
域
の
指
導
者

た
ち
は
、「
猛
者
」
ぞ
ろ
い
。
皆
こ
の

道
場
の
Ｏ
Ｂ
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

中
高
生
時
代
に
東
北
大
会
や
全
国
大

会
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
30
歳
前
後
の
若
い
指
導
者

も
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
顔
ぶ
れ

は
、
平
成
10
年
前
後
に
中
学
生
だ
っ

た
年
代
で
、
毎
年
県
中
総
体
の
決
勝

に
進
ん
で
い
た
時
代
の
面
々
で
す
。

（
11
頁
の
表
参
照
）
大
舞
台
で
の
経

験
も
豊
富
な
こ
と
か
ら
、
指
導
を
受

け
る
中
学
生
か
ら
も
高
い
信
頼
を
得

て
い
ま
す
。
２
年
生
の
菊
地
竜
ノ
介

く
ん
（
栗
木
沢
）
は
「
強
い
先
輩
た

ち
が
毎
回
練
習
に
来
て
く
れ
ま
す
。

こ
ん
な
に
恵
ま
れ
て
い
る
チ
ー
ム
は

自
分
た
ち
だ
け
。
来
年
の
夏
も
優
勝

し
て
、
恩
返
し
し
た
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　
「
異
な
る
年
齢
の
人
が
一
緒
に
楽
し

め
る
こ
と
。
こ
れ
が
剣
道
の
魅
力
」

と
話
す
藤
田
さ
ん
。「
子
ど
も
た
ち
に

教
え
な
が
ら
、
私
も
自
分
の
剣
道
や

指
導
法
を
学
ん
で
い
る
ん
で
す
…
」。

　「強くなりたい…」―子どもたちが本気の眼差しで練習に取り組んでいるの

で、私も本気で教えるんです。指導者として子どもに強くなってほしいと願う

のは当然のこと。子どもたちのやる気と能力が高ければなおさらでしょう。

　今回のアベック優勝は現在の部員たちだけの結果ではなく、部としての長い

積み重ねがあってこそ。過去には勝てない時代ももちろんありましたが、そう

いった時代も当時の部員や保護者の皆さんがしっかりと朝日中の伝統を受け継

いでくれました。今の部員には感謝の気持ちを忘れないよう伝えています。

「強くなりたい…」子どもたちの想いに応える

毎週月曜日、北部体育館で「藤田道場」を
開く。参加者は学校や年齢など不問で、町
外からの参加者も多い。現役時代は左沢高
校でインターハイ出場（団体）。六段。

【↑】子どもたちを指導し、稽古をつけ
る若手指導者たち。中学や高校時代、
大舞台を経験した選手がほとんどで、
中学生からの信頼も厚い

大谷剣道スポーツ少年団指導者
「藤田道場」主宰

藤田康徳さん（大谷五）

大谷剣道スポーツ少年団

道場長　五十嵐義一さん（舟渡）

40 年以上にわたって町少年剣士の指導・育成
にあたっている町剣道界の第一人者。現在は山
形県道場連盟理事長、山形地区剣道連盟会長な
ども務め、県剣道界でも重鎮。現役時代は寒河
江高校でインターハイ出場（団体・個人）。趣
味は歴史研究と古美術品収集で、町文化財保護
委員長も務める。教士七段。

広報あさひまち  12月号 12



　「努力した人はちゃんと神様
が見ている。そして運もつい
てくる」…。これは顧問の鈴
木陽子先生からよく言われる
言葉です。女子は経験が浅い
部員が多いチームですが、み
んな家でも自主練習に励んで
います。今回の優勝は陽子先
生の言葉を信じてがんばって
きた結果。優勝できると思っ
ていなかったので、特にうれ
しいです。
　女子の目標は、来年夏の県
中総体で優勝し、全国大会に
出場すること。お母さん（平
成 3 年度卒業生）やＯＢの先
生方が味わってきたような全
国の大舞台の空気を味わって
みたいです。

　決勝大会は、とにかく勝て
たことが大きいです。と言う
のも、去年の大会の決勝戦も
同じ相手（遊佐中）だったから。
大将の私が勝ちきれなかった
ことでチームも負けてしまい
ました。今年も代表決定戦に
なりましたが、最終的に自分
が勝って優勝を決め、雪辱を
果たすことができました。
　去年の春、私は入学式の新
入生代表あいさつで「目標は
全国制覇」と宣言しました。
それは今も変わらず、チーム
のみんなも同じ思いです。男
子はいま部員が 12 人と恵ま
れています。お互いをライバ
ルと思い、切磋琢磨していき
たいと思います。

最
後
に
笑
う
た
め
に
…

　

今
回
、
県
新
人
戦
決
勝
大
会
で
、

と
も
に
優
勝
し
た
男
女
剣
道
部
。
し

か
し
、
チ
ー
ム
の
状
況
の
違
い
も
あ

り
、
掲
げ
て
い
る
目
標
も
違
い
ま
す
。

　
「
も
ち
ろ
ん
全
国
制
覇
で
す
」
と

き
っ
ぱ
り
話
す
の
は
男
子
の
鈴
木

貴た
か
ひ
ろ大

主
将
。
小
学
生
時
代
、
全
国
ベ

ス
ト
８
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
経
験
も

あ
る
年
代
だ
け
に
、
そ
の
言
葉
か
ら

は
必
ず
成
し
遂
げ
る
と
い
う
決
意
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

一
方
、「
県
大
会
優
勝
」
を
掲
げ
る

女
子
。
県
代
表
と
し
て
、
男
子
と
同

じ
全
国
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
キ
ャ
リ
ア

が
短
い
部
員
が
多
い
女
子
チ
ー
ム
。

今
後
の
伸
び
し
ろ
も
多
く
、
来
年
の

春
に
は
他
を
圧
倒
す
る
チ
ー
ム
に
変

貌
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

来
年
の
全
国
大
会
は
静
岡
県
浜
松

市
が
会
場
。
こ
の
最
後
の
大
会
で
笑

う
た
め
に
、
17
人
の
部
員
た
ち
は
こ

れ
か
ら
寒
い
冬
の
季
節
、
地
道
な
基

本
練
習
や
た
く
さ
ん
の
練
習
試
合
に

励
み
、
地
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

【男子剣道部】

鈴木  貴
たかひろ

大 主将
（大谷七）

【女子剣道部】

佐藤  亜美 主将
（新宿）

男
女
主
将
　
来
夏
に
向
け
、
決
意
を
語
る

地域の指導者の胸を借りて稽古に励む中学生たち。来年の夏の県中総体で笑えるかどうかは、この冬の練習量にかかっている
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11 17
～18

11

第 33回町産業まつり

第 32回りんご品評会

■まつりに合わせて行われた優秀技能表彰では、次の方々
が表彰されました。【敬称略】

【町表彰】遠藤満（栗木沢）…建築大工として 46 年間業務
に精励、鈴木義巳（松程）…建築大工として 44 年間業務
に精励、岡崎くみ子（大町）…美容師として 37 年間業務
に精励

【事業振興協議会会長表彰】古田豊彦（大東建設㈱／大江
町）、鈴木政広（村山建設㈱／松程 )、川村由美子（㈱朝日
相扶製作所／真中）

金賞以上の受賞者は次の通りです（敬称略）。

▼最優秀賞　　菅井英幸（沼向）
▼優　秀　賞　　渡邉秀壽（古槇）
▼金賞１席　　村山茂雄（大谷七）
▼金賞２席　　吉村　裕（八ツ沼）
▼金賞３席　　佐竹正行（八ツ沼）

※ホームページの記事
にはすべての入賞者を
掲載しています。

16
～18

　33 回目を数える「朝日町産業まつり」と 32 回目を数

える「りんごまつり」が、11 月 17 日と 18 日の両日、

町民体育館を主会場に開催されました。

　このまつりは、年に一度、町内の産業が一堂に会する

イベント。会場には「りんご品評会」として、町内産の

最高級のりんご 83 点が並んだほか、町内の企業や商店、

農家等による物産品コーナー、当町と交流のある宮城県

気仙沼市本吉町の海産物コーナーなども設けられ、２日間

で過去最多となる延べ 12,000 人が訪れました。

　ホームページに写真

　町内のりんご生産者が育てた「ふじ」を対象とする「町

りんご品評会」の審査が 11月 16 日、町産業まつりに合

わせて町民体育館で開催されました。

　今年の出品数は 83 点。事前に測定された糖度や熟度、

蜜入り等を加味しながら、村山総合支庁農業技術普及課職

員ら５人が形や色づき、玉ぞろい（同じ大きさのものがそ

ろっているか）などをチェックしました。

　今年最優秀賞に選ばれたのは、菅井英幸さん（沼向）。

１７・１８両日の産業まつりでは、５キロ一箱（5 キロ詰

／ 18 玉）で５万円の値が付けられたこのりんごをはじめ、

すべてが即売されましたが、18 日の午前中に完売。町の

りんごに対する近年の評価・注目の高さを裏付ける結果と

なりました。

　ホームページに写真
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「　ホームページに写真」の表記があるものは、町ホームページの「まちの写真館」コーナーで、多くの写真を紹介しています。ぜひご覧ください。

　３３回目を迎える「女性まつり」が 12 月２日創遊館で

開催され、11 の女性文化教室で学ぶ約 200 人がステー

ジ発表や展示発表で１年間の成果を披露しました。

　女性の生きがい作りや仲間作りを目的とした文化教室。

長年、町連合婦人会が主催してきましたが、同会は昨年

度をもって解散。今年は運営委員会が主体となり活動を

継続しています。参加者の一人は「参加者が減っている

のは確かですが、お互いの作品や発表を見るだけでも刺

激になる。来年以降も参加したい」と話していました。

　3 歳児検診で虫歯がなかった幼児を表彰する「虫歯ゼ

ロ賞」表彰式が 11 月 17 日創遊館で行われました。

　今回表彰を受けたのは、平成 20 年の７月から 21 年

7 月生まれの子ども。対象者は 42 人で、うち 25 人が

表彰され、鈴木町長から記念品が贈呈されました。

　この表彰を始めた約 20 年前は、虫歯をもつ子どもが

多く、表彰者は全体の約１割でした。その後、間食指導や

フッ素塗布事業などの取り組みで、割合が減少。今回は

全体の約 6 割が表彰されています。

　町内の文化財や史跡などを実際に見て、触れることで、

地域の歴史への関心を高めていただこうと、「町内の文化

財、史跡めぐり」が 12 月 1日に開催されました。

　「町ふるさと歴史教室」の一環として今年初めて開催し

たもので、7 人が参加。参加者は所有者や管理者などの

話に耳を傾けながら、国指定重要文化財の「佐竹家住宅」、

町指定文化財の「水口十一面観音堂」、そのほか戦国時代

を今に伝える「水口楯跡」、「八ツ沼城跡」などの見学を

通じて、身近な地域の歴史を学びました。

　「おはなし会ぶなの実（登坂ひかる代表）」が主催する「ク

リスマス子どものつどい」が 12 月 8 日行われ、親子連

れなど約 30 人がクリスマスにちなんだ人形劇や大型絵

本の読み聞かせなどを楽しみました。

　「サンタさんへのプレゼント」の演目では、目の前にサ

ンタクロースが登場。子どもたちは目をキラキラさせなが

ら、劇に見入っていました。昨年に続き、「人形劇サーク

ルとんとん（山形市）」の皆さんも駆けつけ、2 つの演目

を披露しました。

11
17

12
1

12
８

虫歯ゼロ賞表彰式町内文化財、史跡めぐり

クリスマス子どものつどい 女性まつり2
12あさひまち図書館まつり2012
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▼入賞おめでとうございます。
　もちろんうれしいけど、私の作品で
いいのかという気持ちもあります。私
が絵を始めたのは 6 年前で、県美展は
3 回目の出展。過去 2 年続けて入選さ
せていただき、今年は奨励賞。ちょっ
と順調すぎる気もします。当面の運を
使い果たしてしまったかな…（笑）

▼洋画部門の出品数は 400 点以上。入
賞には最も狭き門です。
　この出展数で入賞させていただいた
のは自信になります。率直にうれしい。
ちなみに洋画の約 9 割は油彩で、私の
ような水彩はごく少数。でもそれが良
かったのかもしれないですね。

▼師匠はいないそうですね。
　私が絵を始めたのは 58 歳で、つい
最近の話。もともと絵に興味はありま
したが、仕事柄（理容業）、習いに行
くことも出来なくてね…。そういう絵
画教室って、だいたい土日とかでしょ。
だから私には師匠もいないし、どの会

派にも所属していな
い。独学です。
　それだけに、とに
かくたくさんの絵を
見るようにしていま
す。県内で行われる
展示はほとんど足を
運びます。時間をか
けて見ることで、いい作品を頭に焼き
付けて参考にしています。

▼絵画グループを立ち上げたとか…
　3 年前に町内で「絵画好会（えがこ
うかい）」という会を作りました。メン
バーは 4 人で文化祭に作品を出してい
ます。同じ趣味を持った人たちが集ま
るのは大事だと思います。
　町内でももっと芸術が盛り上がれば
いいですね。芸術に興味がある人は本
当は結構いるんじゃないかな…。新し
い人たちがどんどん出てきて活躍出来
るようになればいいと思います。個人
的には今後もう一度入賞できるようが
んばります。

■布施邦芳  さん ( 大町 )

1948 年朝日町生まれ。理容業の仕事の傍
ら、6 年前から趣味として絵を始める（主
に水彩）。師事している人物はなく、会派
への所属もなし。「展覧会で作品を見るこ
とが勉強です」と話す。県美展には 3 年
前から出展し（洋画部門）、一昨年、昨年
と連続入選。今年奨励賞を受賞した。

50 号Ｐ（幅 803cm ×高さ 1167cm）、水彩

「里の滝  ・想う」
子どもの頃に遊んだ里山の記憶。陽が沈み、遊び終わったあとの物
寂しさ。そして望郷…。田舎で育ち、都会で暮らす人たちがふるさ
とを懐かしむ記憶を絵に込めてみました（布施さん）

洋画部門　奨励賞

　県美術界最大の公募展「山形県総合美術展覧会 ( 県美展 )」で今年、町民 2 人が奨励賞を受賞しました。受賞者は
布施邦芳さん（大町）と牧野広大さん（立木）で、布施さんが洋画、牧野さんが工芸部門での入賞です。
　今年の出品総数は日本画、洋画、彫刻、工芸の 4 部門合わせて 700 点（日本画 126 点、洋画 417 点、彫刻 51 点、
工芸 106 点）。このうち約半数は「入選」することができるものの、奨励賞をはじめとした「入賞」となると、かなり
の狭き門で、選ばれるのは各部門わずか 10 点程度となっています。
　９月上旬から実施されていた県内巡回展も終わり、作品が戻った 11 月下旬、両受者に喜びや自らの創作活動などを
伺いました。
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▼入賞おめでとうございます。
　ありがとうございます。素直にうれ
しいですね。何より賞金があって驚き
ました（笑）。主催者や関係機関が一
体となって県美術界を盛り上げようと
いう姿勢が感じられました。

▼ご自身の作風を教えてください。
　金属全般を扱えるんですが、今はア
ルミを主に制作しています。アルミを
天然染料で染める「草木染金属工芸」
と銘打って早５年、やっとわかってき
たところです。着物に使うような染料
を使用するのですが、身近なところで
は玉葱の皮で染めたりもします。
　日頃心がけていることは、生活と制
作を切り離さずに行うこと。それは暮
らしに寄り添う「工芸」を考える上で
必然のことで、それを根っこに「美術」
に対してもアプローチしたいと思って
います。

▼受賞歴も多いですね。
　「コンペには積極的に出展していま

す。年間６～８回くらいでしょうか。
今年は県美展以外にも「工芸都市高
岡クラフトコンペティション 2012( ※
１)」「2012日本ジュエリーアート展(※
2）」でも奨励賞をいただきました。ど
ちらも 1000 点以上の作品が集まる大
きなコンクールだけに、本当にうれし
かったです。自信になりますし、創作
の励みにもなる。

▼今後の目標をお願いします。
　この仕事だけで食べていくことが目
標です。実は去年は作品の売り上げだ
けで生活出来たんです。一人暮らしで
すからね。ちゃんと年金も払ってます
よ ( 笑 )。実用的な工芸品を作ることで
社会に貢献していきたいと思います。
　それに、作品を残すだけではなく、
将来は人も残したい。機会があれば、
大学や専門学校の講師として人を育て
ることにも挑戦してみたいですね。

（※1）出品数 2129 点、うち入賞は９点
（※2）出品数1011点、うち入賞は16 点

■牧野広大  さん ( 立木 )

1986 年愛知県生まれ。2010 年東北芸術
工科大学大学院 芸術文化専攻 工芸領域 修
了。同年から立木に在住し、旧立木小を
拠点に活動する芸術家グループ「あとり
えマサト」に参加。2012 年に大学アシス
タントを終え、現在は寒河江市教育委員
会で学芸員として働きながら、創作活動
に励む。

寸法：幅 80cm ×奥行 60cm ×高さ５cm
素材…アルミ

「時
と き

  、解
ほ ど

ける」
工芸部門　奨励賞

暮らすこと。食べること。生きることは命を頂くこと。そうして季
節が巡り、宇宙が回ること。命（＝時間）を金属のカタチ・時計の
針の模様に置き換えて、命に想いを巡らせました。（牧野さん）

第 67 回山形県総合美術展覧会 ( 県美展 )

に奨励賞牧野広大さん（立木）

布施邦芳さん（大町）
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地
域
の
思
い
　
地
域
の
誇
り

　

十
二
月
九
日
、
朝
、
窓
の
外
を
眺

め
る
と
、
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
雪

が
積
も
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
季
初
め

て
の
朝
の
雪
掃
き
を
終
え
、
送
橋
区
の

「
お
っ
き
な
お
茶
飲
み
会
」
に
向
か
い

ま
し
た
。
向
か
う
道
々
、
雪
の
舞
う
空

を
眺
め
な
が
ら
、
三
年
前
の
「
お
っ
き

な
お
茶
飲
み
会
」
で
の
感
動
を
思
い
出

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
日
も
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
た
初
冬

の
寒
さ
に
包
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
公

民
館
に
到
着
し
車
を
降
り
る
と
同
時

に
、
太
鼓
の
勇
壮
な
音
が
周
り
の
山
々

に
こ
だ
ま
し
て
、
私
の
頭
上
へ
降
り
注

い
で
来
た
の
で
す
。
ふ
と
見
上
げ
る
と
、

送
橋
の
地
域
を
見
守
る
よ
う
に
鎮
座
さ

れ
て
い
る
「
古
峯
様
」
の
御
前
に
て
、

体
も
踊
る
ば
ち
さ
ば
き
を
繰
り
返
す
勇

壮
な
「
神
明
こ
ぶ
し
太
鼓
」
の
演
じ
手

の
皆
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
思
わ

ず
区
長
さ
ん
に
お
願
い
し
、
私
も
古
峯

様
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
の
を
今

で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
、
車
を
降
り
公
民
館
の

玄
関
に
足
を
向
け
た
そ
の
瞬
間
、「
町

長
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
そ
こ
で
止
ま
っ
て

下
さ
い
」
と
い
う
声
を
受
け
、
玄
関
前

で
立
ち
止
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。
す
る

と
こ
ぶ
し
太
鼓
の
演
じ
手
の
方
々
が
足

早
に
駆
け
付
け
、
一
列
に
並
ん
だ
四
つ

の
太
鼓
に
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
に
向
き
合

い
、
ピ
ン
と
張
り
つ
め
た
緊
張
感
が

辺
り
を
包
み
ま
し
た
。「
ち
ょ
う
ち
ょ

う
ー
っ
、
か
ん
げ
ー
い
、
だ
い
こ
ー
っ
」

の
掛
け
声
で
太
鼓
の
演
奏
が
始
ま
り
ま

し
た
。
雪
の
降
る
寒
さ
の
中
、
地
域
中

に
響
き
渡
っ
た
「
神
明
こ
ぶ
し
太
鼓
」。

懸
命
に
太
鼓
を
叩
く
演
じ
手
の
皆
さ
ん

の
姿
。
私
は
こ
の
日
の
感
激
を
一
生
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

神
明
こ
ぶ
し
太
鼓
を
自
分
の
事
と

し
、
い
つ
も
温
か
い
目
で
見
つ
め
、
太

鼓
の
演
奏
披
露
が
あ
る
と
ど
こ
ま
で
も

応
援
に
行
き
、
誇
ら
し
く
愛
情
を
込
め

て
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
送
橋
地
域
の

方
々
の
思
い
に
、
深
く
胸
の
打
た
れ
る

思
い
が
し
ま
し
た
。

町長歳時記

（82）

「
送
橋
神
明
こ
ぶ
し
太
鼓
」

　

11
月
24
日
、朝
日
中
学
校
の
生
徒

会
役
員
な
ど
18
人
が
宮
城
県
石
巻

市
を
訪
れ
、現
地
の
仮
設
住
宅
に
住

む
女
川
町
の
被
災
者
の
方
々
と
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
震
災
後
、私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
、そ
う
考
え
た
と
き
、被

災
者
の
皆
さ
ん
を
励
ま
す
こ
と
で

し
た
…
」。こ
う
語
る
の
は
、今
年
度

前
期
生
徒
会
長
の
伊
藤
華
さ
ん（
３

年
／
大
町
）。東
日
本
大
震
災
後
、

中
学
生
の
自
分
た
ち
で
も
で
き
る

被
災
者
支
援
を
検
討
し
て
き
た
朝

日
中
生
徒
会
。今
年
、そ
の
方
法
と

し
て
選
ん
だ
の
が「
文
通
」で
し
た
。

「『
震
災
、そ
し
て
被
災
者
の
皆
さ
ん

の
こ
と
を
、決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
』と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
る

こ
と
が
、私
た
ち
な
り
の
被
災
者
支

援
と
思
っ
た
ん
で
す
」と
伊
藤
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

【1】交流した記念にと撮
影した１枚

【2】仮設住宅を訪問し、
りんごを手渡す生徒たち

【3】訪問のお礼にと用意
していただいたサンマ
をごちそうになる生徒

【4】今回贈呈した石巻の
名入りりんご

朝
日
中
生
徒
会

被
災
地
石
巻
市
を
訪
問

女川町の

被災者と交流

1

2 3 4
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　区　名 　　　出生児氏名 　　性別　保護者名　

11月１日～11月30日届出

（※外国人を含む）

すこやかに

区　名　　　　　死亡者氏名　　　世帯主名

西　町　　　安　藤　勝　四　　勝　彦
松　原　　　安　藤　　　艶　　忠　良
大谷六　　　工　藤　　　正　　本　人
大谷二　　　白　田　安　行　　多喜子
大谷四　　　和　田　アキヱ　　信　由
真　中　　　阿　部　春　雄　　チヨヱ
本　町　　　長　岡　藤太郎　　　隆　
小　原　　　新　宮　きよゑ　　浩　延
大谷四　　　白　田　ミヨ子　　信　一
ふれあい荘　　　佐　竹　き　ち　　本　人
栗木沢　　　遠　藤　常　吉　　郁　夫
元　町　　　鈴　木　一　男　　次　男
夏　草　　　阿　部　一　郎　　惠　子
新　宿　　　小　関　　　絹　　正　典

やすらかに

人口と世帯数

沼　向　　神　尾　宥
ひろ

　信
のぶ

　男　裕典・ひとみ
栗木沢　　生　亀　大

ひろ

　翔
あ

　男　友裕・あや

●平成２４年１１月３０日現在
　人　口　７，８５４ 人 (－　２)
　　　男　３，８７１ 人 (－　２)
　　　女　３，９８３ 人 (±　０)
　世帯数　２，４８７世帯  (＋　３)

(　　)内 前月比
--------１１月中の異動--------

出　生　　３人　転　入　２０人
死　亡　１４人　転　出　１１人

戸籍のまど

おしあわせに

佐　藤　　淳
（　平　）

今　野　智　穂
（仙台市）

菊　地　翔　太
（沼　向）

藤　本　詩　乃
（山形市）

志　藤　智　之
（大谷六）

髙　橋　加奈子
（仙台市）

阿　部　　猛
（八ツ沼）

佐　竹　佑　斗
（宇津野）

庄　司　麻由美
（大江町）

松　田　真　織
（大江町）

Births

Marriages

Obituaries

Population

　

こ
う
し
た
企
画
を
受
け
、中
学
校

で
は
文
通
相
手
を
模
索
。町
と
交
流

の
あ
る
七
ヶ
浜
町
も
検
討
さ
れ
ま

し
た
が
、最
終
的
に
は
日
本
赤
十
字

社
の
仲
介
に
よ
り
、石
巻
市
に
住
む

女
川
町
の
被
災
者
と
文
通
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。現
在
は
仮
設
住

宅
で
一
人
暮
ら
し
を
送
る
高
齢
者

が
中
心
。各
ク
ラ
ス
２
人
ず
つ
、合
計

14
人
が
ペ
ン
を
と
り
、今
年
７
月
、１

回
目
の
手
紙
を
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、被
災
者
か
ら
続
々
と
届

く
返
事
を
目
に
し
、生
徒
会
で
は
そ

の
後
現
地
訪
問
と
り
ん
ご
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
企
画
。１
年
生
が
総
合
学

習
で
育
て
た
り
ん
ご
に「
石
巻
」「
復

興
」等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
、こ
れ

を
11
月
中
旬
に
収
穫
。24
日
は
こ
の

り
ん
ご
の
ほ
か
、町
内
の
農
家
が
善

意
で
提
供
し
て
く
れ
た
ラ
・
フ
ラ
ン

ス
、そ
し
て
生
徒
が
募
金
で
集
め
た

約
４
万
円
を
元
に
購
入
し
た
箱
詰

め
り
ん
ご
な
ど
も
携
え
、現
地
を
訪

問
し
ま
し
た
。18
人
の
内
訳
は
、３

年
生
が
４
人
、２
年
生
が
９
人
、１
年

生
が
５
人
で
、生
徒
会
の
役
員
や
学

級
委
員
が
中
心
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
数
班
に
分
か
れ
、対

象
の
50
世
帯
を
訪
問
。直
接
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
、自
分
た
ち
の
思
い

を
伝
え
な
が
ら
、り
ん
ご
等
を
手
渡

し
ま
し
た
。ま
た
、自
治
会
の
代
表

者
か
ら
は
津
波
の
生
々
し
い
体
験

談
が
あ
り
、そ
の
言
葉
か
ら
津
波
の

恐
ろ
し
さ
や
当
時
の
悲
惨
さ
を
感

じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
際
、交
流
の
お
礼
に
と「
ふ

る
さ
と
」の
歌
を
披
露
し
た
生
徒
た

ち
。被
災
者
か
ら
の「
ま
た
来
て
ね
」

「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
声
に
後
ろ

髪
を
ひ
か
れ
つ
つ
、石
巻
を
あ
と
に

し
ま
し
た
。

　 被災地のニュースはだ
んだん少なくなっています
が、実際自分の目で見てみ
ると、震災直後から何も変
わっていないように思いま
した。私たちはできること
を積み重ねていくことが大
事。一つ一つは小さなこと
でもそれが集まれば大きな
力になると思います。

（長岡さん）

　被災地の状況を見たとき
は、あまりの衝撃に言葉が
出ませんでした。復興どこ
ろかガレキもまだたくさん
積まれていました。それに、
津波のことを涙ながらに話
してくれたお年寄りが忘れ
られません。この貴重な経
験を学校のみんなや身近な
人たちにもしっかりと伝え
たいと思います。（伊藤さん）

前期生徒会長　伊藤　華さん（右）

前期事務局長　長岡留未さん（左）

石巻に行って

学んだこと

♥
♥
♥
♥
♥
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新
聞
紙
等
で
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
る

町
の
り
ん
ご
の
海
外
輸
出
事
業
。
今
月

号
の
特
集
で
は
、
そ
の
目
的
や
戦
略
に

つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
た
。「
輸
出

は
目
的
で
は
な
く
、
町
り
ん
ご
産
業
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
手
段
」
―
。
７

頁
に
掲
載
し
て
い
る
井
澤
さ
ん
の
言
葉

が
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

今
年
輸
出
し
た
３
カ
国
の
中
で
、
今

後
特
に
有
望
な
市
場
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

よ
う
で
す
。
購
買
力
が
高
い
こ
と
に
加

え
、
日
本
の
農
産
物
の
参
入
が
ま
だ
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。「
ふ
じ
り
ん
ご
は

中
国
産
も
あ
っ
た
が
、
品
質
は
、（
中
級

品
程
度
で
も
）
当
町
産
の
方
が
間
違
い

な
く
上
」
―
。
現
地
入
り
し
た
町
の
担

当
者
は
こ
う
話
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
町
産
の
ふ
じ
の
コ
ー
ナ
ー

に
は
「
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｅ　

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
（
本
物

の
ふ
じ
）」
と
い
う
表
示
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
日
本
の
農
産
物
に
対
す
る
評
価

の
証
と
は
い
え
、
ち
ょ
っ
と
滑
稽
…
。

佐
久
間　

淳

平成 24 年度村山地域おいしいごはんポスターコンクール

「優秀賞」受賞作品

　米の消費拡大を目的に、村山地域の小学生を対象に毎年

実施されている同コンクール。22 回目の今年は過去最高

となる 1339 点の応募があり、佐竹さんの作品が最優秀賞

に次ぐ優秀賞 5 点のうち一点に選ばれました。

　保育園から柔道を習っているという萌さん。「いつもいっ

ぱい体を動かすから、おなかが減るの。たくさんごはんを

食べて、大きくなったら柔道のオリンピック選手になりた

いな」と話していました。

佐竹  萌  さん

（西五百川小１年／常盤）
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